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POINT 注意点

■菰野町電子メールアドレス keyaki@town.komono.mie.jp
＊「広報こもの」は視覚障がいのある方（障害者手帳をお持ちの方）に「声の広報」をお届けしています。
　ご希望の方は企画情報課（TEL 391-1105/FAX 391-1188）にお問い合わせください。
＊当紙の内容を当町の許可なく、無断で転載することを禁止します。
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※本人確認のため【運転免許証、マイナンバー
カードなど】を持参してください。

※町内に土地または家屋を所有する方でも、免
税点未満や非課税のため納税者でない場合は
縦覧できません。

※借地人、借家人も借りている物件の契約書等
を持参すれば、その物件について閲覧ができ
ますが、１件につき手数料 300 円が必要と
なります。

宅地の評価額は、算出基礎として鑑定地点（標準宅地）を定め
て地価公示価格および不動産鑑定士による鑑定額の７割をめど
に評価額を算出し、その周辺宅地の算出基礎とします。この標
準宅地の鑑定価格をもとに評価額の見直しを行っています。

土地の固定資産税を計算する場合、評価額を基に算出した課税
標準額に税率を乗じて税額が算定されます。平成６年度の評価
額の設定方法見直しによる固定資産税の急激な上昇を避けるた
め、負担調整措置が講じられています。

令和５年１月１日以前から建っている在来家屋の評価額は、建
築物価の変動割合と建物が古くなったことによる減価率を乗じ
て再計算します。物価変動の割合は、３年前の評価替え時の建
築物価と比較し木造で11％、非木造で７％の上昇となりました。

税務課固定資産税係
TEL391-1116 FAX

問

391-1191

※経年による減価率は、その家屋の構造や用途によって異なります。
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縦覧期間

8:30～ 17:15

役場本庁１階税務課
縦覧場所

縦覧の種類 対象となる方

土地
町内に所在する土地の固定資産
税の納税者および同居家族、ま
たは代理人（委任状が必要）

家屋
町内に所在する家屋の固定資産
税の納税者および同居家族、ま
たは代理人（委任状が必要）

固定資産税の縦覧制度

在来家屋の評価額
物価変動の割合と減価率を比較し、前回
の評価替えから３年間の減価分が物価の
上昇分を上回れば評価額が下がり固定資
産税も下がりますが、減価分が下回れば
評価額は前年度の価格に据え置かれます。

負担調整措置のため、課税標準額が評価
額を下回っている場合、評価額が下落し
ても課税標準額が徐々に上昇し、土地の
固定資産税が上がる場合があります。

土地の評価額は、地価の下落により価格
を据え置くことが適当でない場合は毎年
見直す措置が講じられており、現在、菰
野町では見直しを毎年行っています。

評価額と課税標準額

評価額の見直し

固

※固定資産課税台帳は年間を通じて役場本
庁 1階税務課で閲覧できますが、縦覧期
間外は300円の閲覧手数料が必要です。
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い 合 わ せ

定 資 産 税 の 評 価 替 え

※土日、祝日は除きます。

固定資産税を算出するための土地と家屋の評価額は、地方税
法の規定で３年に１度見直され、評価替えが行われます。令
和６年度は評価替えの年です。

固定資産税の縦
覧 制 度 で は、
固定資産税の
納税者が町内
の他の土地ま
たは家屋の評
価額と比較し、

適正に評価されて
いるかを確認することができます。

縦覧期間中
閲覧手数料が

無料

３年に
１度の

・土地の地目を変更した
・家屋を壊した
・新増築した

このような場合は、
税務課固定資産税係
にご連絡ください。


